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抄録： 「主体的.対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善には､教材理解と同時に的確な児童理解が不可欠である。
教員の若年化により実践知の継承が困難になってきている中、学校における組織的な授業研究を進める基盤として、
特別支援教育の視点からの児童理解（アセスメント）力を高めることが重要である考え、児童への理解と指導・支援
を中心とした研修による、組織体制の充実と教員の資質・能力の向上を目指した取組を行った。他職種と連携したコ
ンサルテーションを通して行った効果的・効率的な校内研修は、 これからの学校、教員に求められる研修の在り方の
ひとつとして考えられるものであり、その成果と課題を見出した。

校内研修、アセスメント、特別支援教育キーワード：コンサルテーション、連携、

研修を充実きせていくための環境整備を図るなど、早
急な対策が必要である。 （中略）教員が多様な専門性
を持つ人材等と連携・分担してチームとして職務を担

うことにより、学校の教育力・組織力を向上させるこ
とが必要であり、その中心的役割を担う教員一人一人
がスキルアップを図り、その役割に応じて活躍できる

ようにすることとそのための環境整備を図ることが重
要である｡」とぎれ、教員の経験不足を補い、他職種
の専門家と連携した組織的・効果的・効率的な研修体
制の整備と充実が求められている。

以上の課題に対し、主に特別支援教育の領域で提案

苔れているコンサルテーション手法が有効であると考
えられる。石隈（1999) 4)は、教師の指導困難を支援

する方策のひとつとして学校で行われるコンサルテー

ションを「学校コンサルテーション」とし、異なった

専門性や役割を持つ者同士が子どもの問題状況につい

て検討し、今後の援助の在り方について話し合うプロ
セスと定義している。また、加藤(2004)5)によると、
コンサルテーションは役割や専門性、立場の異なるメ

ンバーが具体的な支援技術や方法、内容について提供
し合ったり、それらを享受し合ったりする関係であり、
「コンサルタント （支援や援助などを提供する人)」と

1．はじめに

「児童の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた
授業改善」には、教授技術や教材への理解とともに学
習主体である児童への理解が重要となる(文部科学省、
2017) ')。また、 「Society5.0に向けた人材育成～社会
が変わる､学びが変わる～」 （中央教育審議会､2018)2)
で示きれた「公正に個別最適化きれた学び」を推進す
ることが今後の教育課程の改善の論点の一つとされて

おり、児童一人ひとりに応じた学習支援がこれまで以

上に重要になる。児童が主体となる学びを実現するた
めには、 目の前の児童の実態を的確につかむことがあ

らゆる教育活動の前提となる。

近年、教員の若年化が進む現場では、これまでの実
践を継承しながら対応することが困難になってきて
いる。 「これからの学校教育を担う教員の資質能力の
向上について～学び合い、高め合う教員育成コミュ
ニティの構築に向けて～」 （中央教育審議会、 2015)3)
によると、 「近年の教員の大量退職、大量採用の影響
等により、教員の経験年数の均衡が顕著に崩れ始め、
かつてのように先輩から若手教員への知識・技能の伝
承をうまく図ることのできない状況があり、継続的な
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とを目指した。特に、継続的・段階的な組織体制、研

修体制づくりの出発点として、特別な教育的ニーズの

ある児童に対するアセスメントについてのコンサル

テーションに重点を置いた。教員の資質・能力を向上

させることによって、将来的には教員同士がコンサル

タントとコンサルティとなって校内で支援し合う関係

への発展が期待できる。特別な教育的ニーズのある子

どもを中心とした研修によって組織体制を整え、実践

的な学びの中で教員の資質・能力を高める仕組みにな

ることを展望している。

｢コンサルティ （支援や援助などを受ける人)」との間

で課題を解決する過程、コンサルタントとコンサル

テイの間において様々なレベルを用いたコミュニケー

ションによって進められる協働作業などを含んだ専門

的援助技術とされている。

以上の考え方は、 「小・中学校におけるLD(学習

障害)、AD/HD(注意欠陥／多動性障害)、高機能自

閉症の児童生徒への教育支援体制の整備のためのガイ

ドライン(試案)」(文部科学省､2004)6)においても､｢巡

回相談」や「専門家チーム」など外的な専門的支援を

活用するシステムとして示されている（図,)。

2.和歌山市立四箇郷北小学校(以下､四箇郷北小学校）
について教育雲員会 ’---~－~－1 9x同壼温＝

2.1．教員構成について

四箇郷北小学校は、教職経験年数や在籍年数が浅い

教員の割合が非常に多い学校である。2019年4月に

おける学級担任14人（講師含む）の新規採用からの

教職経験年数（講師については教職経験年数）を「教

員としての資質の向上に関する指標」（和歌山県教育
委員会、2018)8)におけるキャリア段階に対応させる

と「1段階:基礎形成期」6名、 「2段階伸長期」5名、
｢3段階:充実期」2名、 「4段階貢献期」1名となる。
充実期の2名の教員は11年目と12年目であるため、
豊富な経験や教育技術、校務についての指導や伝承が
難しい状況である。そのため四箇郷北小学校では、新
規採用から6年以上の教員には中堅としての役割が期
待されている状況である。また、学級担任の四箇郷北
小学校での在籍年数については、3年以内の教員が10
名を占め、残りの4名についても5年以内である。学
校に長く在籍している教員がおらず、長期的な児童の
実態や変容の様子をよく知る教員がほとんどいないの
が現状である。

図1 校内委員会､巡回相談､専門家チームの関係(文科省､2004)

専門家チーム

教育委員会の職員、特殊学級や退級

描導教室の担当教員、通滞の学級の

教員、教育学・発建障害・心理学の

専門家、医師、福祉間係者、識別支
援教育コーディネーター、他

判断と助言
一季一

校内室員会

判断
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説明や肋甫

巡回棺談員

巡回相談員

／

楕報の収築、アセスメント．

判Ⅱ斤．再評価、教河的対応に関する
助言、研修への協力篝

図2巡回相談員と専門家チームとの連携(文科省､2004）

別府(2013)7)は、図2の関係図を示しながら、教
師への支援となるコンサルテーションシステムを開発
していく必要と､文部科学省が示す「巡回相談」や「専
門家チーム」のモデルを一律に導入するだけではコン
サルテーションが機能していかないのではないかとい

う課題を指摘している。その上で、教師や学校が孤軍
奮闘している実情をふまえ、教師のニーズにこたえる
ような専門家との協働をすすめるコンサルテーション
システムの開発を示唆している。

本研究おけるコンサルテーションは、特別な教育的
ニーズのある児童への理解と具体的な指導・支援の方
策への助言を意味する。つまり別府（2013)7)が示す
ような、教員の指導困難の解決に向けた、教員に対す
る専門家の支援である。他職種の専門家による教師支
援のコンサルテーションを通した校内研修によって、
教員の特別支援教育に対する理解を深め、学んだ児童
理解と指導・支援の方策を授業改善に生かしていくこ

2．2．授業研究について

四箇郷北小学校は、 1979年の開校以来、生活科や
理科、総合的な学習、算数科など様々な授業研究に取
り組んできた学校であり、現在は和歌山市教育員会の
研究指定を受けて生活科・理科の授業研究を行ってい
る。現職教育の研究主題は「一人ひとりが生き生きと

学び、ともに高まっていく授業の創造一子供がみつけ
る楽しむ伝える生活科学習を目指して－．－子供が

きき合う話し合う伝え合う理科学習を目指して－」
と設定されている（四箇郷北小学校、2019)9)。
具体的には「科学的思考力を育てる」「伝え合い、

学び合う児童を育てる」「言葉の力を育てる」「学び合
い、学び続ける教員集団を育てる」ための手立ての工
夫についての研究を行っている。教員主導ではなく、
児童の体験と思考から学習問題を見出し、学びがつな
がる生活科・理科を目指した授業の研究発表会や校内

86



和歌山大学教職大学院紀要学校教育実践研究No.4 2019

研修が実施されている。学習の主体である児童が協働

的に活動することで対話による学びが生まれ、 自ら見

つけた問題を解決するために学び続けられる人間性を

育むととらえた、児童自身が“つなぐ” “つくる” “つ

ながる”たのしい授業を目指した研究が学校運営の柱

となっている。

また、 2019年度の夏季現職教育研修では、医師の

講義による特別支援教育に関する研修を行った。四箇

郷北小学校では、養護教諭と医師の連携のもと、過去

にも発達障害や食物アレルギーについての校内研修を

行っている。

3．他職種と連携したコンサルテーション
23．特別支援教育について

四箇郷北小学校では特別支援教育部会を設置し、毎

月1回の定例部会と必要に応じた臨時の部会を開催し

ている。この部会は、児童についての情報共有、具体

的な指導・支援の方策について協議することを主な目

的とし、特別支援学級担任を含む各学年所属の教員か

ら1人ずつの6人と養護教諭で構成されている。毎月

の定例会において、特別な教育的ニーズのある児童に

ついての情報を共有している。また、学期ごとに全体

会での情報共有研修を企画し､児童の実態や変容､行っ

ている指導・支援内容について教職員全員で共通理解

を図っている。他にも、特別支援教育の側面から教員

の資質・能力の向上を目指した校内研修の企画運営の

役割も担っている。

本来、児童への具体的な指導・支援の方策について

組織的に協議したり校内研修を行ったりする機能も求

められる部会だが、時間確保の難しさや若手が多い教

員構成の都合上、部会として効果的な支援策を提示し

たり、 じっくりと時間をとった研修を実施したりする

のが困難な状況である。

3. 1．校内研修における課題

四箇郷北小学校では、どの教員も児童の実態を大切

にした授業研究に取り組んでおり、授業展開の検討や

教材作成に多くの時間をかけている。児童が主役とな

る授業をつくるためには、各担任が学級の児童の実態

を的確につかむことが重要であり、多様な側面から児

童をとらえる能力が必要とされる。 しかし、経験の浅

さや多忙さから、授業づくりの基盤となる児童理解が

的確にできず､学習指導､生活指導の両面で対応に困っ

ている若手教員がいるという課題を抱えている。また、

そういった若手教員に対して豊富な経験をもとにアド

バイスができる中堅からベテランの教員が少ないとい

う課題もある。

経験の浅さや多忙さといった課題はどの教員も感じ

ており、 2018年度末に行った学校教育についての反

省会では、校内研修の内容の見直しと質を高める必要

性が挙げられた。教員が抱える問題意識や学びの意欲

は幅広いが、校内には豊富な知識と経験、高い専門性

をもった教員がおらず、効果的な校内研修を行うのが

難しい状況にある。加えて、校内研修に充てられる時

間は限られており、学校の実態に応じた重点的な課題

設定と効率的な研修の運営が求められた。次年度への

展望としては、研究授業や各種部会の定例会など、既

存の校内研修の機会に併せて、外部の人材・機関と連

携した研修を行うことで、効果的・効率的な学びの場

をつくることができるのではないかという提案がなさ

れた（表l)。

24．医療機関との連携について

四箇郷北小学校では｢健康相談･子育て相談｣として、

学校医である地域の小児科医との連携を行っている。

以前より学校医としての連携は行っていたが、養護教

諭のコーディネートによって2017年5月より特別な

教育的ニーズのある児童の発達に関する相談での連携

が始まった。病院に通院して受診しなくても子育てに

ついて気軽に相談できる場を提供するという趣旨で、

毎月1回医師が学校を訪れ、希望する保護者との個人

面談を実施している。地域の小児科医として小さな頃

からの様子を知っている児童が多く、医師と保護者で

の信頼関係ができている家庭も多い。医学的な見地か

ら児童の発達上の課題をとらえ､長期的な視野で指導・

支援の方策について助言を行っている。 「健康相談・

子育て相談」をきっかけに、発達検査や適切な発達支

援施設･サービスへの紹介を受けた例も多い。他にも、

過去に発達検査を受けた児童や特別支援教育部会で情

報共有されている児童の経過を観察した上で、特別な

教育的ニーズのある児童への指導・支援に課題を感じ

ている教員に対して助言を行っている。医学的な側面

からのコンサルテーションによって、学校でも家庭で

も発達の特性に応じた支援が可能になっている。

表1 効果的・効率的な連携研修の案

既存の研修・部会

低学年研究授業

中学年研究授業

高学年研究授業

特別支援教育部会

連携研修内容睦携先）

保幼小連携研修(幼稚園・保育所）

研究辮斗専門性向上研修（研究協力椀

小中連携研修（中学校）

特別支援教育研修（外蛎議而など）

学級経営研修･道徳教育研修｡人権教育研

修など（外部言謡而など）

生活指導部会・

人権教育部会など

このような実態を受け、筆者は四箇郷北小学校の柱

となっている授業研究を深めるためには、どの教員も

高い問題意識を持っている特別支援教育、特に障害特

性の理解と環境調整、認知療法などによる対応に重点

を置いた校内研修を行う必要があると指摘した。これ
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まで連携してきた小児科医による医学的な視点に併せ

て、教育学からの視点で児童理解と支援の方策を学ぶ

必要があり、教員自身によるアセスメントによって児

童理解を深められるようになることが重要であると考

えた。

そこで､和歌山大学との地域連携事業（和歌山大学、

2018) ]o)として共同研究を行い、他職種と連携した効

果的．効率的な校内研修の工夫に取り組んでいくこと

とした。

法の検討を中心にした連携を継続的に行い、主に特

別支援教育についての教員の資質・能力を向上させ

る。

⑤研究体制

研究代表者：和歌山大学教育学部教員

共同研究者：和歌山市立四箇郷北小学校教諭（筆者）

連携先：和歌山市立四箇郷北小学校

⑥研究計画

主に特別支援教育に関する児童の教育的ニーズへの

具体的な手立てを、大学教員のコンサルテーションに

よって協働的に検討する。

・障害の特性理解と支援のあり方についての研修会を

実施する。

・児童理解、支援・指導への悩みや疑問などについて

大学教員と情報共有し、 コンサルテーションを受け

ながら支援計画を検討・作成する。

⑦期待される効果

・実践をもとにした指導・支援を受けることができ、

効果的・効率的・実践的な研修の場をつくることが

できる。

・医療機関との連携と併せて、教員の特別支援教育に

ついての資質能力を一層向上させることができる。

・学校としても教員個人としても特別支援教育に関す

るネットワークが広がり、連携の選択肢を増やすこ

とができる。

・教員の資質・能力の向上が授業改善に生かされ、本

校の児童の学びと成長につながる。

3.2計画

和歌山大学との共同研究事業は､大学教員が研究者、

筆者が共同研究者となって行った。連携内容について

は、校内の調整は特別支援教育コーディネーター、大

学教員との連絡は筆者が担当した。具体的な実践は、

特別支援教育部会を窓口として特別な支援を要する児

童と教員の抱えるニーズを集約し、必要に応じて柔軟

に実施していくこととした。

共同研究事業の概要、四箇郷北小学校において実施

する目的、期待される効果などについては、筆者が校

内提案を行った。提案の概要を以下に示す。

【共同研究事業概要l

①事業の趣旨．目的

和歌山大学教育学部の地域連携事業として、学部

の教員を研究代表者として和歌山県内及び和歌山市

内、大阪府泉南地域の小．中．高等学校、附属小学

校をフィールドに、現代的な教育研究テーマを設定

し、大学教員・学生・院生と学校現場の教員と共同

実践研究を実施する。 この事業を通して、地域づく

りと地域の教育に貢献し、関係教員､学生.院生の「教

育的実践力」を育成することを目的とする （和歌山

大学、 2018) ｣0)。

②研究課題

「小学校における現職教育研修と地域連携体制づく

り～個別の教育的ニーズに応じたコンサルテーション

を通して～」

③学校力丁抱えている課題

，教員の若年化や多忙化により、限られた人的．物的

資源、限られた時間内で行う研修では、学びを広げ

たり深めたりすることが難しい。

．児童の個別の教育的ニーズに対する支援が必要とさ

れているが、豊富な知識、経験や高い専門性をもっ

た教員が少なく、最適な支援計画を組織的に検討す

るのが難しい。

④研究の目的

，専門家と連携した校内研修により、教員の学びを効

果的．効率的に広げたり深めたりできる体制をつく

る。

．児童の個別の教育的ニーズに対する具体的な支援方

他職種との連携体制をつくることで教員の学びを効

果的･効率的に広げたり深めたりすることができ､個々

の教員の資質・能力の向上につながること、それらが

児童の学びと成長につながることを共通理解できるよ

うにした。校内の特別支援学級の研究授業をきっかけ

とし、專門家である大学教員の学校訪問によるコンサ

ルテーションを重ねながら段階的に研修を行っていく

ことで､その効果が特別支援教育についての体制強化、

児童理解の深まり、授業改善の研究に波及していくよ

う計画した（図3)。

3.3． コンサルテーションの実施

大学教員の学校訪問による校内研修は、特別な教育

的ニーズのある児童が在籍する学級の授業参観をもと

にしたカンファレンスで児童理解や具体的な支援につ

いて協議し、大学教員の指導助言によるコンサルテー

ションを行った（図4．5)。研修後には筆者が概要を

記録したメモを配布し、研修内容や今後の方向性につ

いて情報共有できるようにした。

第1回目は､全教員参加の校内研修として位置づけ、

授業への指導助言と共に障害の特性理解についての講

義を実施した。2回目以降は、特別支援教育部会にて
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ニーズの高い学級や児童を検討し、参観学級を決定し

た。カンファレンスには参観学級の担任だけでなく、

特別支援教育コーディネーターを中心に校内の約半数

程度の教員が自主的に参加した（図5)。

’

研修1

(発題潭害の特世理解を中心としたｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ）

↓蕊毒観
3.3. 1．第1回研修

日時：5月22日 （水) 13:30～16:30

内容：研究授業参観（特別支援学級)、研究協議、

大学教員による指導助言・講義

参加人数21名

特別支援学級の校内研究授業の研究協議の指導助

言と併せて、 「発達障害のある子どもの理解と支援」

という演題で大学教員による講義を行った。ASD，

ADHD、LD、二次障害についての一般的な特性の理

解と、支援・指導の例について、理論と実践を重ねな

がら学ぶことのできる研修となった。

▼

①授業参観

②カンファレンス

③指導助言(具体的な環境調整､認知行動療法）

口
研修3

（アセスメントを中心としたコンサルテーション）

⑪受業参観

②カンファレンス

▼③指導助言（アセスメントの種類と方法）

’

I
･校内での相互コンサルテーション

･特別な教育的ニーズのある児童を中心と

した学級経営、授業づくり
3.3.2第2回研修

日時： 7月2日 （火) 13:30～16:30

内容：授業参観（特別支援学級／4年生A児)、

カンファレンス

参加人数12名

特別支援学級と4年生児童の様子を参観し、 カン

ファレンスを行った。大学教員からは愛着障害の可能

性への指摘や、提案・交渉型アプローチによる関係づ

くりの提案がなされた。また､支援･指導がうまくいっ

た場面に着目し､個に応じた方策をみつけることなど、

主に教員の支援・指導へのコンサルテーションが行わ

れた。

I ○児童の実態を大切にした授業改善研究

図3 コンサルテーションの計画

3~3．3．第3回研修

日時: 10月1日 （火) 13:30～16:30

内容：授業参観（4年生A児・2年生B児)、

カンファレンス、アセスメントシート (SDQ)

の活用法

参加人数13名

4年生と2年生の児童の様子を参観し、 カンファレ

ンスを行った。一見して手遊びのような行為が不安な

際につくる感覚刺激である可能性への指摘や、児童の

行為の意味を見取ることへの助言がなされた。支援．

指導の根拠や評価のためにはアセスメントが重要であ

ることなど、主に教員の児童理解についてのコンサル

テーションが行われた。

図4大学教員による授業参観の様子

4教員へのアンケート

図5カンファレンスの様子
学校訪問による研修に参加した教員には、振り返り

のアンケートを実施した。設問は「どんなことが学べ

たか」 （学びの振り返り） と「今後について」 （教員の

ニーズの調査） とし、記述によって回答した。
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4. 1．第1回研修のアンケート結果

表2に、第1回研修後のアンケートの結果を示す。

4.2．第2回研修のアンケート結果

表3に、第2回研修後のアンケートの結果を示す《

表2第1回研修後教員アンケート 表3第2回研修後教員アンケート

設問1． どんなことが学べたか
設問l. どんなことが学べたか

[若手教員（教職経験5年以内)］

･子どもの様子を正確に見取り、支援していく必要

を改めて感じた。聴くことや話すことについて、

どのような支援をしたらよいのか、具体的に学ぶ

ことができた。

,LD児童のものの見え方について、今までは想像す

ることしかできなかったが、具体的に示してもら

い、今後の対応が変わると思う。

[中堅教員（教職経験6年以上)］

，改めて､発達に課題をもつ子どもたちの特性､指導・

支援について確認できた。わかっているつもりに

なって、忘れている、抜け落ちていることをもう

一度見直すことができたように思う。

ストレスや叱責などマイナスな思考のサイクルが

続くと二次障害が起こるということを知ることが

できてよかった。改めて、子どもたち一人ひとり

の特性について見直し、安心できる支援を考える

きっかけになった。

自閉症スペクトラム症(ASD)の名称や定義が

時代と共に変わってきているということがよくわ

かった。障害名を記載する際、疑問に思っていた

ので、違いが少し理解できた。ASDの児童を叱り

すぎると二次障害につながるという知識はあった

が、 どこかで叱り方が足りないかなと思い、一生

懸命叱るようにしている場面もあったので、 とて

も考えさせられる機会だった。

児童と関わるうえで、忘れてしまっていたこと、

意識できていなかったところが多々あったことに

気づいた。

[若手教員（教職経験5年以内)］

･授業中に、子どもたちにとってうまくいったなと思

うのは、やはり体を使って動く要素がある時や映像

を利用した時だと思う。パッカー車を見学している

時に集中していたという様子からもそう思った。

,支援がうまくいった時、いかなかった時を細かく

記録しながらのこしていこうと思う。

,自分が普段みえていない、わからない感覚に気づく

ことができた。子どもの行動理由や対処を学ぶこと

ができ、今後の教育活動に活かすことができそう。

,特定の子の様子を取りあげて、具体的な対応につ

いて学ぶことができてよかった。待っているのが

苦手な子に対して、待たせる時間が多いので改善

していきたい。

[中堅教員（教職経験6年以上)］

‘教員の支援を肯定してもらえることも特別支援教

育では大切だと思うので、専門の先生に肯定意見

や改善案を助言していただけることは教員のスキ

ルアップ、モチベーションにつながると思う。

設問2今後について

[若手教員（教職経験5年以内)］

‘子どもをクールダウンさせられる具体的な手立て

をたくさん知りたい。

， 「愛着障害」について詳しく知り、理解を深めたい。

[中堅教員（教職経験6年以上)］

，今回は支援を肯定的にみてくださったので、次回

は足りていない部分や改善が必要なところについ

ても教えていただきたい。

[管理職］

児童個人への支援と共に、担任の負担軽減という

視点で、学校としての取組のあり方など参考例が

あれば教えていただきたい。

設問2今後について

[若手教員（教職経験5年以内)］

･支援の困難さを感じる児童がいるので、個別の実

態に合わせた支援例を助言していただければあり

がたい。具体的な事例をもとに、研修できる機会

があるとよい。

'授業や普段の様子を見てもらい、実際の児童の様

子に合った対応、学習支援の仕方を教えてもらい

たい。

[中堅教員（教職経験6年以上)］

' 「高機能自閉症」と診断されている児童が学級にい

るので、具体的な事例をもとにした対応を教えて

いただきたい。

，耆字に課題のある子の原因と対応を教えていただ

きたい。

'LD傾向や書字に課題のある子どもへの支援とし

て、個別の宿題や家庭でも取り組んでもらえそう

なトレーニングなと､があれば教えてもらいたい。

，実践の参考になる書籍や教材など、資料を紹介し

てほしい。

，具体的な支援の方法や実践例を深く知りたい。

4. 3．第3回研修のアンケート結果

表4に、第3回研修後のアンケートの結果を示す。

表4第3回研修後教員アンケート

設問l･ どんなことが学べた力

[若手教員（教職経験5年以内)］

,気になる子に着目しながら授業をしたことで、細

かな動きや表情などをいつも以上に意識してみる

ことができた。

， ．の字型座席によって、黒板とノートの視線移動

が児童のストレスになっている可能性について気

づかされた。

‘一人ひとりの行動には意味があり、なぜその行動を

とっているのかなど、前後の様子を把握して理解

することが大切。そうすることで課題をクリアで
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特性理解や児童理解の重要性への意識の高まりがみら

れ、 これまで感覚や経験中心でその場その時だけの行

動をとらえた児童理解から、専門的・客観的・総合的

な児童理解が可能になったといえる。

例えば、新規採用から3年目の教員が担任する学級

には授業中の立ち歩きがみられる児童が在籍してい

た。担任は行動の理由と効果的な対応策がつかめず対

応に困っていたが､小児科医と大学教員の観察により、

発達障害の可能性と学習面での不安感からの行動であ

ると考えられた。大学教員の学校訪問におけるカン

ファレンスによって、事前の学習指導による見通しと

目標設定による達成感を持たせる支援についてのコン

サルテーションを受けたことで、児童は以前よりも落

ち着いて授業に取り組むことができるようになった。

教員のアンケート結果（表3）で「支援がうまくいっ

た時、いかなかった時を細かく記録しながらのこして

いこうと思う｡」と回答しているように、児童の様子

を総合的に観察し、継続的なアセスメントを行ってい

こうとする意識を組織的に高めることができた。

特別な教育的ニーズのある児童を中心とした校内研

修は、情報共有中心の活動になっていた特別支援教育

部会の活動にも影響があり、学校としての組織体制の

充実にもつながったといえる。個々の教員が継続的な

アセスメントの重要性に気付いたことで、部会を通し

て組織的に児童理解と指導・支援の方策を考えるため

の土台ができた。来年度に向け、引き続き他職種と連

携したコンサルテーションや簡略化されたアセスメン

トを定期的に行って児童理解を図ること、それらをも

とに指導・支援の方策を組織的に協議することが考え

られている。他職種との連携によって、教員が学び合

いながら実践上の課題を解決していくシステムづくり

のきっかけになったといえる。

また、学校運営の柱となっている授業研究への影響

も考えられる。四箇郷北小学校では、 これまでも児童

中心の授業づくりを目指してきたが、その中でも特別

な教育的ニーズのある児童への意識が一段と高まり、

一人ひとりの実態をふまえながら授業研究ができるよ

うになってきたといえる。特に若手教員を中心に、教

科教育の視点に併せて特別支援教育の視点で学習環境

や学習活動について考えることができるようになって

きた。

例えば、四箇郷北小学校では児童の話し合い活動を

重視して．の字型の座席形態を基本とすることが共通

実践となっている。 しかし、横方向にある黒板に視線

を移動する際に大きなストレスを抱えている児童がい

ることに気づくことができた教員がいた。経験のある

教員からすれば目的や個々の児童の実態に応じて座席

形態や座る位置を柔軟に変えることは当然だが、若手

教員が多い中、児童の見取りが不十分で共通実践とし

ての取組が優先されていた可能性がある。これらの情

きたり、児童が学級でスムーズに過ごせるように

なったりするのではないかと思った。

, 2年生の児童が座りながらもふわふわとしている様

子について、衝動的に立ち歩かないよう自分で自

分に刺激を与えているのかも…など、興味深い指

摘だった。

，その時の行動だけをみて考えるのではなく、行動

が起こる前に何か要因となることがなかったかを

探って考えることで､事前対応ができるようになっ

てくるのだとわかった。

[中堅教員（教職経験6年以上)］

J目童が動きたい衝動を抑えている行動についての

視点が勉強になった。その子なりに努力しようと

していることを認めた上で、ステップを少しずつ

上げてあげられるよう意識していきたい。

設問2~ 今後について

[若手教員（教職経験5年以内)］

,視覚的支援など、ユニバーサルデザインの実践例

を教えていただきたい。

,児童個人の行動目標について、毎時間決めるのか、

どんな時期やタイミングに設定するのか、 といっ

たことをもう少し詳しく知りたかった。児童の実

態は一人ひとり違うので、一概には言えないとは

思うが、支援の共通基盤となることについて教え

てもらいたい。

， 自分には基礎的な知識がないので、講義形式での

理論面の研修も必要だと思った。その中で、支援

に難しさを感じている児童をモデルにして話して

もらえると、 より学びが深まる。

‘実際の授業を観ていないので、普段行っている相

互参観授業のカンファレンスよりも授業や児童の

様子がイメージしづらいなと感じた。そう思うと、

教職大学院の初任者研修プログラムでのカンファ

レンスは、 ビデオ記録のおかげで参加者全員が授

業の様子を共有しやすかったのだなと思った。特

別支援ではプライバシーの保護に関する配慮の必

要もあるが、学びを教員集団全員のものにするた

めには実際の様子を共有できる方法を考えていか

なければならない。

[中堅教員（教職経験6年以上)］

･WAVESなど、検査と支援ができるアセスメント

キットを購入していただいたので、気になる児童

の結果をもとにアドバイスをもらえると、 より児

童理解が深くなるかもしれない。

5．考察

5. 1．学校全体としての学び

他職種との連携による校内研修を重ねることで、特

別な教育的ニーズのある児童を中心に教育活動を考え

る意識が組織的に高まってきたといえる。どの教員に

とっても課題となる特別支援教育の実践面に軸足を置

いた内容であったことが、研修への参加意欲を高める

ことになった。教員のアンケート結果からは、障害の
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報を現職教育委員会にて共有し、児童の実態に沿っ

た学習環境や学習内容の重要性を確認することができ

た。現職教育委員会では、書いたり話したりするのが

苦手な児童への支援として、思考シールの活用を研究

する必要性も挙げられている。特別な教育的ニーズの

ある児童を中心として授業を考えることによって、授

業研究の視野が広がり、研究内容の発展につながるこ

とわかった。

貝と比べて、長期的・総合的な視野で研修に臨んでい

る傾向が強いことがわかる。

第1回目の研修後の教員アンケートでは、発達障害

について改めて学び直すことができたという回答が多

く、理論と自身の指導・支援を重ね合わせながらこれ

までの実践を振り返っていた。今後については、具体

的な児童の姿を挙げ、障害の特性に合わせた指導・支

援の方策を学ぶことへの意識を高めていた。

第2回目では､研修の在り方に対しての感想があり、

自身だけでなく学校としての学びへの言及がみられ

た。大学教員の助言によって教員の実践を価値づけて

もらうことで、 自己肯定感を感じながら前向きに学び

を進めていくというコンサルテーションの計画を理解

しており、 さらなる資質・能力の向上のためには改善

点について学びを深める必要があるととらえていた。

第3回目の教員アンケート （表4）に「児童が動き

たい衝動を抑えている行動についての視点が勉強に

なった。その子なりに努力しようとしていることを

認めた上で、ステップ.を少しずつ上げてあげられるよ

う意識していきたい｡」とあるように、 3回の校内研

修を通して、理論と実践の往還によって自身の実践

を見直すとともに新しい気付きが生まれ、特別支援

教育に関する専門性が向上したことがわかる。また、

｢WAVESなど､検査と支援ができるアセスメントキッ

トを購入していただいたので、気になる児童の結果を

もとにアドバイスをもらえると、 より児童理解が深く

なるかもしれない｡」という回答からは、専門教材の

活用と他職種との連携によって的確なアセスメントを

行い、児童理解をさらに深めようとする意識の高まり

がみられる。

教職経験を積んだ中堅教員は､学んだことを活用し、

発展させられる可能性をもっている。そのような中堅

教員が核となって他職種との連携や社会的資源の活用

をコーディネートすることで、効果的・効率的な研修

を実施することができ、学び続ける教師集団をつくる

ことができると考えられる。

5.2．教職キャリアに応じた学び

他職種との連携による校内研修を重ねることで、特

別支援教育に関する教員個々の意識も段階的に高まっ

たといえる。教員アンケートの結果から、キャリア段

階に応じた気付きや学びがあったことがわかる。

5.2. 1．若手教員の学び

教職経験年数5年以内の、基礎形成期から伸長期の

初期にあたる若手教員は、主に自身の学級での対応に

大きな問題意識を抱えており、具体的な支援について

の助言を必要としている傾向が強いことがわかる。

特別な教育的ニーズのある児童への一般的な理解を

図ることを目的とした第1回目の研修では、発達障害

の種類やそれぞれ特性について広く学んだことで、 自

身の学級に在籍する児童をとらえ直し、一人ひとりを

イメージしながら具体的な指導・支援の方策について

の関心を高めていた。

第2回目では、 自身の実践を振り返り、 よりよい方

策について進んで専門家に助言を求める姿が見られ

た。講師経験2年目の教員は、学級の児童が高いとこ

ろに登ったり暴言を発したりする姿に困っていたが、

大学教員のコンサルテーションによってそれらの要因

が愛着障害である可能性を指摘されたことで、行動の

意味を理解することができ、原因やつまずきに目が向

けられるようになった。

第3回目になると、どの教員も客観的な判断指標や

問題行動前後の児童の様子を見取ることの重要性に気

付いており、アセスメントシートによる児童理解への

関心が高まっていた｡今後さらに学びたいこととして、

ユニバーサルデザインや具体的な指導・支援の方策の

根拠となる理論が挙げられており、学び続けることで

教員としての資質・能力を向上させようとする意識の

高まりがみられた。 また、新規採用から4年目の教員

がこれまでの授業研究研修と比較しながら研修の在り

方について考えていることがわかる（表4)。研修手

法について具体的に言及しており、今後の校内研修の

核となる教員としての育ちが期待される。

6． まとめ

6. 1． コンサルテーションを通した校内研修の充実

特別支援教育の専門家である大学教員との連携を中

心に実践的・継続的な研修を行うことで、どの教員も

特別な教育的ニーズのある児童への理解が深まり、学

校運営の柱となる授業研究の基礎ができたといえる。

他職種の専門家によるコンサルテーションにおいて、

教員にとっては日々の実践を価値づけてもらえること

と、具体的な改善策について助言してもらえることが

重要になる。本研究では、児童の実態をもとに肯定的

で的確なコンサルテーションが行われたことによっ

て、教員が指導･支援の効果を実感することができた。

5．22．中堅教員の学び

教職経験年数6年以上で、伸長期から充実期、貢献

期にあたる教員を中堅教員としてとらえると、若手教

92



和歌山大学教職大学院紀要学校教育実践研究No.4 2019

同時に、教員のニーズに応じた、実践につながる研修

であったことで、教員の学びへの意識が向上したとい

える。学校では、様々な分野の研修が単発的に行われ

ていることが多いが、児童の実態をもとにした年単位

の継続的な研修が実施されていることは少ない。本研

究は、多岐にわたる学校教育上の課題についての効果

的・効率的・実践的・継続的な研修のモデルになると

考えられる。

貝と児童のためにならない。効果的な研修であるため

には学校の実態を理解した上でのコンサルテーション

が求められる。そのためには、 コーディネーター役を

担っている教員や他職種人材の異動等によって失われ

てしまわない関係と体制づくりが必要である。一部の

担当者任せではなく、学校としての関係をつくってお

く必要があり、部会等を窓口とした組織的な計画と運

営が求められる。学校の実態に応じた構想を計画でき

る校内体制と、教員と児童のニーズに合わせて柔軟に

対応できる連携体制の構築が必要である。6.2．課題

一方、他職種との連携を活用した特別な教育的ニー

ズのある子どもへの支援を中心とした校内研修の在り

方についての課題もみえてきた。

6．23．学びをコーディネートする中堅教員の育ち

校内研修を行うにあたって、研修の中核となる教員

の存在は欠かせない。四箇郷北小学校では、新規採用

から6年以上の教員には中堅としての役割が期待され

ており、校内研修の企画・運営でも求められる役割が

大きい。 しかし、同時に校務での負担も大きく、放課

後業務のためにカンファレンスへの参加率が低かっ

た。若手教員の中には専門家による助言への理解が深

まらず、適切な指導．支援ができない教員もおり、ア

セスメントと指導・支援の方策はわかっても、 うまく

実践できない例があるとわかった。若手教員が校内研

修で学んだことを実践で生かすには、共に研修に参加

し、理解を深めた中堅教員が日常的に指導．支援、つ

まりコンサルテーションを行う必要があり、中堅教員

の校内研修への参画は不可欠であるといえる。

また、教職経験が短く 10年経験者研修をまだ受け

ていない教員も多く、連携や研修のコーディネーター

役として学校運営に関わる意識や資質．能力が育って

いないという課題もある。他職種との連携をコーディ

ネートすることは、 「これからの学校教育を担う教員

の資質能力の向上について～学び合い、高め合う教員

育成コミュニティの構築に向けて～」 （中央教育審議

会、 2015) 3)が示している、教員と専門性をもつ人材

や保護者、地域の力を学校運営に生かしていく專門的

な力の育成につながり、効果的・効率的な校内研修を

可能にさせる。学校全体を見渡し、若手教員を支援し

ながら共に学べる場をコーディネートできる中堅教員

の存在と、そのような教員を育てられる研修システム

が必要である。

6.2. 1．研修時間の確保

「新しい時代の教育に向けた持続可能な学校指導．運

営体制の構築のための学校における働き方改革に関す

る総合的な方策について」 （中央教育審議会､2019)u)

によって勤務時間管理の適正化や業務改善．効率化が

提言されると同時に、外国語教育やプログラミング教

育などが導入されることにより、校内研修の時間を

確保することは年々難しくなっている。学校が抱える

課題は複雑化・困難化しており、それらに対応するた

めには幅広い分野について学ぶ必要があるにも関わら

ず、勤務時間内にその時間が取れないという矛盾を抱

えている。

効果的･効率的な研修の在り方を探った本研究でも、

放課後の1時間程度のカンファレンスでは協議が十分

に深まったとは言えず、研修時間の確保は大きな課題

となった。学校訪問の回数を増やし、校内研修の機会

を多くつくったとしても、放課後の勤務時間を使うこ

とになり、教員の負担感が大きくなると考えられる。

「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上

について～学び合い、高め合う教員育成コミュニティ

の構築に向けて～」 （中央教育審議会、 2015)3)では、

教員の若年化と多忙化の中でも日本の教員の職能開発

に関するニーズは極めて高いという調査結果が示され

ている。反面、必要な研修のための時間を十分に確保

することが難しいと感じている教員が多いということ

も指摘されている。研修時間の確保はどの学校でも大

きな課題となっていると考えられる。学び合いによっ

て教員の資質・能力の向上を図ることのできる時間と

場の条件整備が必要である。

6.3．教員の学び合いを支える校内研修システムの構

築に向けて

「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上

について～学び合い、高め合う教員育成コミュニティ

の構築に向けて～」 （中央教育審議会、 2015)3)では、

これからの教員に求められる資質・能力について、

｢チーム学校」の考えのもと多様な専門性を持つ人材

と効果的に連携・分担し、組織的・協働的に諸課題の

解決に取り組む力の醸成が必要であるとされており、

6.2.2．継続的なコンサルテーションのための組織づ

くり

他職種との連携と研修は、児童の実態をもとにして

実践的・継続的に行うことによって効果が高まると考

えられる。実態と乖離したり一貫性に欠けたりするコ

ンサルテーションは教員の混乱を招くことになり、教
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本研究にみられるような他職種との連携による研修シ

ステムを通した教員の学びと育ちが求められていると

いえる。教員の実践知の継承が困難になっている学校

において、学校内外の専門的な視点を交流させ、理論

と実践の往還によって自己省察ができる研修機会を意

図的につくることには大きな価値があると考えられ

る。

田村（2009) 12)は、校内の教員がコンサルタントと

コンサルテイの関係になり、間接支援と直接支援の両

方を兼ねた役割を果たす場合を、相互コンサルテー

ションとしている （図6．7)。四箇郷北小学校でも、

特別支援教育コーディネーターなど中核となる教員が

校内コンサルタントの役割を果たし、特別支援教育

部会を中心として田村(2009) '2)が示すような学び合

い支え合う相互コンサルテーションの関係が生まれる

ことが期待できる。一方向の研修ではなく、学校の課

題解決力を高めるための同僚性を育む研修であること

が重要である。また、多忙な中で行う研修は、教員に

とって充実感や有用感を感じられる時間である必要が

ある。他職種と連携したコンサルテーションや児童の

実態に基づいた実践的な研修は教員にとって切実感の

あるテーマであり、今後さらにニーズが高まると考え

られる。

場をコーディネートすることが求められる。専門職と

しての実践知を継承していくために、どの教員もキャ

リア段階や役割に応じた責務があることを自覚し、そ

れぞれの立場から協働的に学び合う校内研修の在り方

を考え続けることが重要である。

7．おわりに

本研究は、他職種の専門家によるコンサルテーシヨ

ンを通した校内研修によって、教員の特別支援教育へ

の意識を高め、学んだ児童理解と支援の方策を授業改

善に生かしていくことを目指した取組であった。児童

理解（アセスメント）に重点を置いて学ぶことで、若

手教員にとっては授業づくりの前提として深い児童理

解が重要であることに気付く機会となり、中堅教員に

とっては校内の部会や研修の在り方への関心が高まる

機会になった。

「児童の主体的．対話的で深い学びの実現に向けた

授業改善」 （文部科学省、 2017) ')や「公正に個別最

適化された学び」 （中央教育審議会、 2018) 2)を支え

るためには、教員が児童の教育的ニーズを的確につか

むことが前提となる。同時に、専門性に基づくチーム

体制の構築によって、教育活動の基盤となる学校の教

育力．組織力を向上させることが求められている（中

央教育審議会、 2015) ｣3)。

他職種との連携を生かした児童中心の研修は、特別

支援教育に限らずどのような学校運営上の課題に対し

ても有効だと考えられる。それぞれのキャリア段階に

応じた資質・能力の向上によって教員の学び合いが活

性化し、学校としての課題解決力が高まっていくだろ

う。引き続き、連携・分担による継続的・段階的な校

内研修の在り方を模索し、本研究を様々な課題に対応

できる効果的・効率的な研修システムとしてのモデル

に発展させていくことが期待される。

学校

〆、

"O塑◎･'．｡．0!
コンサルタン 卜、 コンサルティ 子ども

~

図6 コンサルテーションの図(田村､2009)をもとに筆者が作成
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これからの教員は、学習指導や生徒指導に加えて学

校内外で連携のネットワークをつくる力が必要であ
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